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2. コーパス I-JAS について
I-JASとは正式名称が「多言語母語の日本語学習者横断コーパス（International Corpus 
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また、I-JASに収録されているデータは、（5）に示す 7種のタスクに基づくものである。
（5）I-JASに収録されているデータのタスク（I-JAS利用マニュアル2）より）






・ストーリーライティング 1・2（テーマ : 「ピクニック」・「鍵」）
・メール 1・2・3（テーマ : 「奨学金申請のための推薦状の依頼」・「レポート提出期限
延長のお願い」・「依頼された観光案内を断る」）

































a. 促音の脱落 （ピクニック → ピクニク）
b. 促音の長音・撥音への転換 （バスケット → バスケート）
 （サンドイッチ → サンドインチ）
c. 促音のかかわる箇所以外での誤用 （ピクニック → パクニック）
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対象とする 3語について、それぞれ正用と誤用の数を表 1に示す。
表 1 中国人学習者による 3 種の語の正用数と誤用数
正用 (7a) (7b) (7c) 計
ピクニック 153 22 3 23 201
サンドイッチ 183 16 8 11 218
バスケット 348 25 23 62 458
計 684 63 34 96 877








表 2 中国人学習者による促音の誤用と J-CAT 得点の連関
J-CAT 得点 正用 （7a） （7b） 計
～ 200 90 13 14 117
201～ 250 301 26 15 342
251～ 300 257 23 5 285
301～ 36 1 0 37
計 684 63 34 781
表 2に示した通り、J-CATの得点が 200点以下の中級前半・中級の中国人学習者におい













表 3 韓国人学習者による 3 種の語の正用数と誤用数
正用 (7a) (7b) (7c) 計
ピクニック 71 3 0 7 81
サンドイッチ 59 3 1 11 74
バスケット 112 4 0 16 132
計 242 10 1 34 287
表 1で示した中国人学習者のケースと比較して、非常に誤用が少ない点が目立つ結果と





次に、表 4に J-CATの得点と促音の誤用についての連関を示す。表 3中に示した促音の
かかわる箇所以外での誤用（7c）は表 4から除外した。
表 4 韓国人学習者による促音の誤用と J-CAT 得点の連関
J-CAT 得点 正用 （7a） （7b） 計
～ 200 44 2 0 46
201～ 250 81 6 1 88
251～ 300 64 2 0 66
301～ 53 0 0 53











中国人学習者 684 97 781
韓国人学習者 242 11 253























4） n = 1034, χ2 = 13.312, df = 1, p < 0.001
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